
















そとで、学生の所属大学と両親の職業・所得との関連を調査するために、 2012 年 3 月 ~8 月に、
中国南京市の4大学の日本語科本科生を対象とするアンケート調査を行った。本稿では、調査した
4大学を A大学、 B大学、 C大学、 D大学と略記する3。アンケートを依頼した学生数は、 A大学 20
















である。入学の難易度および、学力水準で区分すると、 A大学は学力上位校、 B大学と C大学は学力中
位校、 D大学は学力下位校といえるであろう。
表1:各大学日本語科の全国統一試験最低合格点
A大学 B大学 C大学 D大学
2011年 377 365 365 314 
2010年 386 370 314 







A大学 B大学 C大学 D大学
①日本語能力試験一級 70 25 57 10 
②日本語能力試験二級 20 68 1 34 












A大学 B大学 C大学 D大学
①日本語の文法 35 43 48 67 
②日本語の読解 15 18 27 28 
③日本語の聞き取り 60 57 68 73 
④日本語の会話 50 39 68 50 
⑤ほとんどなし 。 7 2 。











る学生は、 A大学 25%、B大学 25%、C大学 9%、D大学 8%であり、母親が教師である学生は、 A
大学 44%、B大学 28%、C大学 5%、D大学 4%、となっている。学力上位の A・B両大学と学力下
位の C・D大学とでは顕著な差を示しており、とくに父親よりも母親のほうが差が大きい。 A大学で








生は、 A大学5%、B大学0%、C大学 9%、D大学20%であり、母親が工場労働者である学生は、 A






A大学 B大学 C大学 D大学 A大学 B大学 C大学 D大学
a企業の職員 20 29 32 24 6 28 18 24 
~公務員 20 25 14 3 6 12 13 。
③医療関係 2 2 6 4 。
④教師 25 25 9 8 44 28 戸d 4 
⑤軍人 。 。 2 。 。 。
⑥工場労働者 。 9 20 。 。 10 29 
⑦農民 5 。 14 2 6 4 15 4 
⑧アルバイト 。 。 3 6 2 
⑨無職 。 4 。 2 16 18 15 
⑩その他 4 7 18 4 15 16 
⑪自主経営 10 1 16 20 13 4 4 
①十②+③+④ 70 79 57 37 62 72 36 28 

















月収 A大学 B大学 C大学
①0-1500元 。 4 19 
②1500-3000元 6 4 26 
③3000-5000元 44 44 38 
④5000-10000元 39 30 7 
⑤10000元以上 1 17 10 
①十② (3000元未満) 35 
③+④+⑤ (3000元以上) 94 91 
④十⑤ (5000元以上) 50 47 17 
母親
D大学 A大学 B大学 C大学 D大学
15 20 5 35 3 
32 10 30 45 
37 40 30 1 
7 27 5 4 
8 7 。
47 27 15 65 78 
52 74 85 35 21 




大学 94%、B大学 91%、C大学 55%、D大学 52%であり、他方、月収3000元未満(①+②)が、 A大
学6%、B大学8%、C大学35%、D大学47%である。同様に、母親の所得でも大学聞の格差が大きい。
母親の所得では、月収 3000元以上(③+④+⑤)が、A大学74%、B大学85%、C大学 35%、D大学21%













A大学 B大学 C大学 D大学
①日本語に興味を持っているから 50 36 41 9 
②日本のドラマやゲームがすきだから 30 79 36 40 
③将来の就職活動に役立つから 20 39 21 30 
④日本へ留学したいから 5 39 61 40 
⑤両親や家族の人に勧められたから 20 21 25 13 
⑥志望専攻に落ちて日本語科に配分されたから 7 1 12 





A大学 B大学 C大学 D大学
①日本企業に就職したい 50 25 6 69 
②日本へ留学したい 20 26 18 16 
③中国の大学院へ進みたい 10 14 9 6 


















A大学 B大学 C大学 D大学
①日本語能力が不十分 60 50 48 74 
②情報が少ない 30 50 52 41 
③仕事の経験がない 70 8 72 78 








A大学 B大学 C大学 D大学
①日本語能力が不十分 25 。 13 36 
②情報が少ない 75 100 50 82 
③お金がない 。 。 38 5 
④日本の受入先が見つからない 75 100 38 46 
⑤その他 。 。 。 。
(単位 %) 
表9を見ると、日本留学を希望する者にとっての問題・困難は、 iA大学と B大学」および iC大




















A大学 B大学 C大学 D大学
①日本語能力が不十分 100 25 25 75 
②情報が少ない 。 75 50 50 















































経済科学 5(3)、 117-1330 
(英語文献)
Esping-Anderse G.， 2009， 1!JθJncomfJfJlθte RevoluUon， Cambridge. (大沢真理監訳『平等と効
率の福祉革命』岩波書!吉、 2011年。)
(付記)本研究は日本学術振興会「アジア・コアJ事業の支援を受けている。
